
製材品の含水率や寸法は流通・
　　建築段階で，どの程度変化するか　？

菅　谷　恵美子

　はじめに
　木材は，おかれている環境に応じて吸・脱湿
し，それに伴って寸法も膨張・収縮しています。
すなわち木材は，製品として使用される環境に応
じた含水率まで乾燥させてから加工しないと，使
用中にもさらに乾燥が進み，割れ・狂いなどの様々
なトラブルが発生することになります。
　最近の木材市場においては，建築用構造材とし
て約2割の乾燥材が流通し，また需要も年々高まっ
てきています。とはいえ，実際乾燥材を買い求め
たとき，どれほど乾燥されているのか知らない場
合がはとんどでしょう。生産工場において乾燥さ
れていてもその程度が不十分であると，その後の
流通・建築などの段階を経ていくうちに，また製
品として使用しているうちに前述のような原因で
トラブルが発生します。また最近の住宅は高断熱・
高気密化が進み，「建築用構造材にも乾燥材を使
用すべきだ」ということは，もはや一般消費者の
間でも常識となっています。実際，乾燥材といわ
れている木材で住宅を建てても，完成後，柱に割
れが入ったり，建て付けが悪くなったりするの
は，乾燥が不十分であったことが考えられます。
　そこで今回，流通・建築の各段階においてどの
程度の含水率・寸法の乾燥材が実際に流通してい
るか実態調査を行い，その結果をもとに，各段階
を経て消費者の手元に届くまでの変化についてま
とめました。

　調査・分析の方法
1）実態調査
　ここで流通段階とは，製材工場出荷前および製
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品市場入荷後とし，建築段階とは建築現場棟上げ

時および内装直前時としました。実態調査は，製

材工場２か所（Ａ，Ｂ工場とする）と製品市場１

か所を平成３年に行い，建築現場３か所（うち２

か所をＡ，Ｂ棟とする）を平成２年に行いました。

なお，この調査は平成３年７月にＪＡＳ（針葉樹

の構造用製材に関する日本農林規格）が施行され

る以前に実施したものです。

2）調査の内容と方法

　調査の対象とした樹種・材種は，製材工場・製

品市場では乾燥材表示（業界の自主基準によるも

の）のあるエゾマツ105mm正角材，建築現場では

エゾマツ柱材です。それらの対象材の含水率と寸

法についてまとめました。

　含水率の測定には高周波式水分計（デルタ－５）

を用いました。測定位置は長さ方向の中央部にお

ける４材面です。材１本ごとの含水率は，それら

４材面の測定値を平均したものとしました。

　寸法は，長さ方向の中央部における断面の２方

向について測定しました。

　これらの調査・測定結果は，製材工場・製品市

場については生産工場ごとにまとめ，建築現場に

ついては柱が立っている方位ごとにまとめ，含水

率と寸法の傾向をみました。

　調査結果

1）含水率

　図１は製材工場Ｂ工場における含水率の分布を

示したものです。実態調査を行ったのは平成３年

 9月25日でした。Ｂ工場におけるエゾマツ 105mm
正角材の測定本数は40本で，これらの測定対象材
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図 3　建築現場における含水率の変化

図 1  製材工場における含水率の分布

図 2　製品市場における含水率の分布

図4　建築現場における含水率の変化

は，人工乾燥後５日から１か月経過したものでし

た。40本の含水率の平均値は21.5％，標準偏差は

1.84でした。

　図２は，Ｂ工場から入荷したエゾマツ105mm正

角材の，製品市場における含水率分布を示したも

のです。実態調査は製品市場に入荷した当日（平

成３年８月６日）に行いました。なお，図２は図

1での測定対象材と同一のものではありません。

40本の含水率の平均値は18.0％で製材工場より低

く，標準偏差は2.38で製材工場より分布のバラツ

キが広がっていました。

　図３は建築現場Ａ棟における柱について，棟上

げから内装直前時までの含水率変化を示していま

す。この図は柱が立っている方位別に，１本ごと

の含水率の変化を表しています。Ａ棟では棟上げ

（平成２年７月16日）から内装直前時（平成２年

 8月20日）まで35日間経過していました。含水率

の減少は北面の柱がやや少ないものの，Ａ棟全体

では 5.5％程度でした。測定本数に違いがありま

すが，含水率の低下は方位によって大差なく，内

装直前における含水率は12～13％になっていまし

た。
　同様に図４は建築現場Ｂ棟における柱の含水率
変化を示しています。Ｂ棟では棟上げ（平成２年
 8月27日）から内装直前時（平成２年９月４日）
まで９日間経過していました。含水率の減少は，
南面の５本の平均が1.7％，中央の５本の平均が
 1.4％，北面の柱が3.5％でした。北面の含水率
の減少が他より大きかったのは，棟上げ時の含水
率が他より高かったためと考えられます。図４に
おいて，棟上げ時の含水率が20％以上であった柱
（測定柱 No.南面－1，4，中央－4，北面－1：
計4本，棟上げ時含水率平均：23.5％）と，棟上
げ時の含水率が15％程度であった残りの柱（計7
本，棟上げ時含水率平均：15.9％）の含水率減少
の平均値は，それぞれ含水率値で2.6％と1.1％
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であり，高い含水率の柱ほど乾きやすいという結
果がでています。またＢ棟の含水率の減少は，棟
上げから内装直前までの期間がA棟に比べて短かっ
たため，A棟より小さくなっていました。
　以上の調査結果をもとにして，各段階における
含水率の割合がどのように変化しているかを図５

にまとめました。この図は，含水率14％未満と含

水率14％以上を2％ごとに区切り，調査本数にお

ける各区分の本数の割合を示したものです。製材

工場・製品工場はＢ工場のエゾマツ105mm正角材

を，建築現場はＡ・Ｂ棟合わせた柱材を対象とし

ています。製材工場出荷前の含水率は，約8割が

20％以上でした。製品市場入荷後には含水率20％

以上の割合が約２割に減り，約５割が18％未満で

した。建築現場の棟上げ時には含水率20％以上の

割合が若干増えていますが，18％未満の割合も増

えています。これが内装直前になると，含水率18

％未満の割合は約８割，14％未満の割合は約５割

になっていました。このように，段階を経るごと

に低含水率材の割合が増加していくということ

札　工場出荷時にはみられなかった損傷が発生し

てくる可能性も段階を経るごとに高くなっていく

ことになります。

表 1   製材工場・製品市場における断面寸法の実態調査結果（エゾマツ105mm正角材）

表2　建築現場における断面寸法の変化＜上棟時から内装直前まで＞（エゾマツ・柱）

1992年9月号

　図5　各段階に占める含水率の割合の変化
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2）寸法
　今回の調査では，製材工場から出荷された同一

の対象材を製品市場で追跡調査していないので，
寸法と含水率との関係を明らかにすることはでき
ませんでした。そこで，実際に流通している乾燥

材の寸法を生産工場ごとに傾向をみました（表
1）。製材工場出荷前の寸法は，Ａ工場では表示
寸法よりも測定本数20本の平均で1mm程度小さ

く，Ｂ工場では0.5mm程度大きく仕上がっていま
した。この傾向は製品市場入荷後にもみられ，Ａ
工場からの入荷材は0.5mm程度小さめに，Ｂ工場

からの入荷材は1mm程度大きめでした。製品市場
における寸法は，Ａ・Ｂ工場合わせて約6割の材
が表示寸法105mm±1mmの範囲に収まっていまし

た。
　建築現場における寸法は（表２），棟上げか
ら内装直前までにＡ棟では 0.3～0.8mm（35日

間），Ｂ棟では 0.2～0.8mm（9日間）減少して
いました。期間中の含水率の低下はＡ棟で5％，
B棟で2～3．5％程度でしたので，寸法の減少も

Ａ棟よりＢ棟が小さい傾向がみられました。

　おわりに
　今回の調査結果から，製材工場出荷時から建築
現場内装直前までの含水率変化は，おおむね平均

含水率で8～10％減少していました。仮に，最も
収縮する接線方向において，含水率1％当たりの
収縮率を0．3％とすると，105mm正角材は3mm収

縮することになります。

　流通・建築段階で木材のおかれている環境は，

季節的な温・湿度の変動や建築工法・期間などの

影響を受けます。今回の調査は一年間のうちで木

材にとって最も乾燥しやすい季節に行ったので，

特に北海道の冬場においては今回の結果ほど含水

率が低下しないと考えられます。先にも述べまし

たとおり，木材の寸法変化は含水率の変化によっ

てひきおこされます。木材はおかれている環境に

応じてその含水率は絶えず変動していますが，一

度低含水率まで乾燥させると吸湿しにくい特徴が

あります。逆にいえば，生材あるいは含水率が高

い木材ほど環境の変動による影響を受けやすい，

あるいはトラブルが発生しやすいことになります。

　年間を通じて高品質な木材を消費者に供給する

ためには，生産工場において気乾含水率まで乾燥

させ，できるだけ木材内の水分むらが小さいもの

を出荷すること，また流通・建築段階において雨

や風の影響を極力避けることが必要です。そうす

ることによって，消費者に含水率が安定した木

材，すなわち寸法変化やトラブルが少ない木材を

供給することができます。“乾燥材”＝“品質を

保証する木材”とするためには，そのような姿勢

が大切だと思います。このような姿勢によって，

木造住宅の性能をさらに向上させることが可能に

なるでしょう。

　　　　　　　　　　　（林産試験場　乾燥科）


